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例会報告（平成１９年３月１９日）

会長挨拶

①例会変更

　・東金ビューＲＣ

　　　 4/ 5(木)→ 移動例会

　　　　　　　　　最福寺　点鐘19：00

　　　 4/12・4/19・4/26は通常例会です

　・多古ＲＣ

　　　 3/20(火)→ 4/ 1(日)観桜会に振替、休会

③ガバナー事務所より

　・06-07年度会長賞の締切間近

　・3/20（火）会長エレクト研修セミナー開催

　・4/24（火）地区協議会開催のお知らせ

　・ハイライトよねやま85号発行

②週報受領

　・多古ＲＣ　・八日市場ＲＣ

幹事報告

会務報告

委員会報告

の依頼がありました。是非参加下さるようお願い

致します。

○臨時理事会（19日例会終了後）

　ＩＭの会計について協議し了承された。

　「こんにちは」ご苦労様です。

去る３月10日～12日の２泊３日の北海道旭山動物

公園、流氷の旅ツアーに、ゲスト家族を含め15名

の参加を頂き大変有難うございました。予想した

程寒さは感ぜず、雪の大地をめぐり楽しい想い出

に残る旅が出来ました。

　又、詳細は前週報に記載してありますのでご覧

下さい。

○３月24日　15：00

茂原ＲＣ50周年記念式典に８名参加の予定です。

○３月25日　9：00　屋形海岸

九十九里海岸クリーンキャンペーンについて、

横芝光町観光協会（会長 石井省三郎）から参加

◇青柳誠社会奉仕委員長より

　ロータリークラブで栗山川河畔に植えた桜の木

の管理に関し、内田会長、石井会員、私で見に

行ったところ、下草はボランティアの方々が綺麗

に刈って下さってありました。倒れた桜、バカ枝



がだいぶありましたので、シルバー人材センター

に頼みバカ枝の剪定、倒れている木の植え直しを

していただきました。

　栗山川の看板に関しては、越川忠会員に設計し

ていただき、山武地域整備センターと再三打合せ

をしていまして、今期末までに完成する予定であ

ります。

例会日 会員数 出席

3月19日 35 34

MU ％

1 100.0

出席報告

本日計 　17,000円

累　計  944,466円

越川忠君（息子昇がＲＹＬＡセミナーに参加させて

頂きました）

内田裕雄君（親睦ファミリー旅行に参加頂きありが

とうございました）

多部昭二君（ＩＭのバザー売上げが良かった）

小室厚君（小学校同窓会の幹事役として楽しかった

ので）

石田喜一君（旅行中はお世話になりました）

青柳誠君･菅佐原盛治君･越川博光君･川島ｭ[君・

        向後雅生君（無事旅行に行って来ました）

冨一美君（皆様旅行お疲れ様でした）

小川和好君（名刺ありがとうございました）

ニコニコボックス

 ◇土屋俊夫地区奉仕委員より

　３月20日　ＰＥＴＳセミナーにおきまして、

次年度ガバナー公式訪問の日程内容が発表され

ました。

      ９月18日（火）エストーレホテルにて

　　　東金・東金ビュー・横芝合同クラブ協議

　　　会となります。

 ◇菅井直秀ガバナー補佐より

    ・06-07年度ガバナー補佐を務めて

　　・次期について

　　　菅井直秀会員　地区クラブ奉仕委員

　　　土屋俊夫会員　地区社会奉仕委員

　　　に委嘱されました。

 xxxxxxx　コラム   xxxxxxx

　経済構造が、大きく変化しています。新しい構

造では、消費者主導型でなければ生き残れませ

ん。それなのに従来と同じ常識を持ち、これまで

と同じ手法で経営していれば、生き残ることはで

きません。

　ここで考えていただきたいのは、新しい市場で

は、中堅・中小企業が有利な面もあるということ

です。大手企業は、組織が肥大化しているため

に、小回りがききません。

　中堅・中小企業の場合は、特別なお客様との関

係を蜜にすることに全力をあげることができます

が、大手企業は何よりも組織づくりと維持に注力

しなければなりません。

　ブランド戦略も同様です。

　大手企業のブランド価値は、たった一度の不祥

事で崩壊します。その意味では、中堅・中小企業

も大手企業も同じ土俵に立っています。

　同じ土俵ならば、小回りのきく、お客様だけを

見ていればいい、無駄な労力を使わなくてもいい

中堅・中小企業にもチャンスがでてきます。

　ブランド価値をあげるには、何よりもまず、自

社がどのような「付加価値」を提供しているの

か、その実態を知ることが不可欠です。ブラン

ド・イメージは、顧客に聞いてみなければ、永遠

にわかりません。顧客にきいてみるという行動を

とることで、「あの会社は、顧客を大切にする会

社だ」というブランディングも実現します。その

結果、商品・サービスが面白いように売れること

になるのです。

　ブランド価値は、顧客満足と切っても切れない

関係にあります。

   xxxxxxxxxx 　ＳＭＢＣ実務シリーズより抜粋    xxxxx




